
■概要

BooT.oneテンプレートの凡例について解説します。

壁凡例、ガラス種別図、範囲図の3種類の凡例について記載します。

■各凡例の登録・管理・一覧・凡例の設定は以下の通りです。

※ 壁凡例を代表して記載しますが、天井と床も同じ考え方です。

■壁凡例の設定の流れは以下の通りです。

■壁凡例の設定

壁の凡例は壁記号を登録・設定し、部位ごとに集計した集計表を凡例として使用しています。

1.)壁の材料登録

[B.建築]タブ → [マテリアル]パネル → [マテリアル編集▼] → [材料登録]ツールにて、壁のマテリアルを登録します。

登録したマテリアルは、壁記号の設定にて使用します。

※[材料登録]ツールの使用方法はツールヘルプをご参照ください。
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設定用製図ビュー[B_材料記号_壁]
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2.)壁記号の登録

①壁記号はプロジェクトブラウザ → ビュー → 建築 → 設定用 → 製図ビュー → [B_材料記号_壁]ビューで設定する。

[B.建築]タブ → [マテリアル]パネル → [マテリアル編集▼] → [材料記号編集]ツール → 「壁」選択でビューが開く。

②壁記号は部位ごとに一般注釈[B_材料_定義]ファミリで構成・管理している。

③部位ごとに配置された一般注釈[B_材料_定義]ファミリの未入力の項目に上から順に新しい壁記号を登録する。

　[B.建築]タブ → [マテリアル]パネル → [マテリアル編集▼] → [材料記号設定]ツールを使って登録・修正が可能。

　[B_材料_定義]ファミリのプロパティを直接修正して登録・修正することも可能。

※[材料記号設定]ツールの使い方はツールヘルプをご参照ください。

※壁記号の設定方法の詳細は[両面壁]ツールのツールヘルプをご参照ください。

ツールヘルプの10ページ目以降に記載があります。
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3.)壁記号の管理と一覧

設定した壁記号は部位ごとに[B_材料記号_壁]のビューに配置されています。

壁記号の追加・編集、一覧は全てこのビューで管理します。

[材料記号設定]ツールを使った場合は、登録内容がビューに自動で反映されます。

4.)壁記号の凡例

設定した壁記号はプロジェクトブラウザ → 集計表/数量 → 建築 → A05 → [A05_壁記号凡例…]の集計表にて

部位ごとに集計しています。

集計表は壁の凡例としてシート[A0501 - 耐火リスト ・壁/天井リスト]へ配置しています。

BooT.one凡例解説

↑[材料登録]ツールで登録した壁の材料を割り当てる

3 / 7 ページ



■ガラス種別・範囲図の設定の流れは以下の通りになっています。

■ガラス種別・範囲図の設定

BooT.oneでのガラス種別・範囲図は、塗り潰し領域を使用して表現しています。

塗り潰し領域のタイププロパティにて仕様情報を入力し、ビューと凡例ビューで同じ塗り潰し領域を配置することにより、

仕様情報の整合を図っています。
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塗り潰し領域のタイプ複製
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[B_防水・断熱・ガラス]
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[A23_ガラス種別]
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[A23_凡例_ガラス]
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塗り潰し領域のタイプパラメータにて

仕様情報を入力

目的に応じて塗り潰し領域のタイプを用意

プロジェクトブラウザ タイププロパティ
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■凡例で使用するガラス種別・範囲図の塗り潰し領域は以下のビューで一覧・管理を行っています。

プロジェクトブラウザ → ビュー → 建築 → 設定用 → 製図ビュー → [B_防水・断熱・ガラス]にて塗り潰し領域を配置し、

さらにマルチカテゴリタグを配置しています。
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塗り潰し領域とタグを配置塗り潰し領域とタグを配置

ビューと凡例ビューで同じ塗り潰し領域を使用して配置

例)範囲図での凡例の使用方法

伏図ビュー 凡例ビュー

製図ビュー[B_防水・断熱・ガラス]

↑マルチカテゴリタグを配置
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■設定用製図ビューに配置した塗り潰し領域を集計した集計表は、A0401-材料表、A2201-建具一般事項のシートに配置

されています。プロジェクトブラウザ → 集計表/数量 → 建築 → A23/A30/A31グループ内に集計表を作成しています。
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■種別・範囲図の凡例として使用するビューは凡例ビューにて作成し、シートに配置します。
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